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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年８月13日に提出いたしました第48期第２四半期（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30
日）四半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報
告書を提出するものであります。　

　

２ 【訂正事項】

第一部　【企業情報】
　第１　【企業の概況】
　　１　【主要な経営指標等の推移】
　
　第２　【事業の状況】
　　４　【財政状態及び経営成績の分析】
　　　(3）キャッシュ・フローの状況
　
　第５　【経理の状況】
　　１　【四半期連結財務諸表】
　　　(3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】
　第１　【企業の概況】
　　１　【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第48期

第2四半期連結
累計期間

第48期
第2四半期連結
会計期間

第47期

会計期間

自　平成21年
　　１月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成20年
　　１月１日
至　平成20年
　　12月31日

売上高 (百万円) 57,448 31,275 126,096

経常利益 (百万円) 783 939 3,768

四半期（当期）純利益 (百万円) 412 660 2,156

純資産額 (百万円) － 61,967 62,108

総資産額 (百万円) － 74,892 74,657

１株当たり純資産額 (円) － 1,283.311,286.21

１株当たり四半期（当
期）純利益

(円) 8.55 13.68 43.22

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) － 82.74 83.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 621 － 6,668

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △71 － △6,706

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △580 － △3,197

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) － 4,943 4,972

従業員数 (名) － 1,902 1,916
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（訂正後）

回次
第48期

第2四半期連結
累計期間

第48期
第2四半期連結
会計期間

第47期

会計期間

自　平成21年
　　１月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成20年
　　１月１日
至　平成20年
　　12月31日

売上高 (百万円) 57,448 31,275 126,096

経常利益 (百万円) 783 939 3,768

四半期（当期）純利益 (百万円) 412 660 2,156

純資産額 (百万円) － 61,967 62,108

総資産額 (百万円) － 74,892 74,657

１株当たり純資産額 (円) － 1,283.311,286.21

１株当たり四半期（当
期）純利益

(円) 8.55 13.68 43.22

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) － 82.74 83.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,085 － 6,668

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △71 － △6,706

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,043 － △3,197

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) － 4,943 4,972

従業員数 (名) － 1,902 1,916
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第一部　【企業情報】
　第２　【事業の状況】
　　４　【財政状態及び経営成績の分析】
　　(3）キャッシュ・フローの状況

（訂正前）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間末に比

べて、２億33百万円増加し49億43百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローについては、以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動のキャッシュ・フローは７億25百万円の支出となりました。これは主に税金等調整前四半期純

利益10億92百万円等の収入、減価償却費13億51百万円に加え、売上債権の増加11億86百万円、たな卸資産

の増加４億93百万円、前渡金の増加13億62百万円等の支出によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは９億59百万円の収入となりました。これは主に固定資産の取得17

億47百万円による支出に加え、定期預金の払い戻しによる収入３億円、投資有価証券の清算による収入６

億59百万円、短期貸付金の減少15億34百万円等によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローは自己株式の取得により０百万円の支出となりました。

　

（訂正後）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間末に比

べて、２億33百万円増加し49億43百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローについては、以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動のキャッシュ・フローは４億96百万円の支出となりました。これは主に税金等調整前四半期純

利益10億92百万円等の収入、減価償却費15億81百万円に加え、売上債権の増加11億86百万円、たな卸資産

の増加４億93百万円、前渡金の増加13億62百万円等の支出によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは９億59百万円の収入となりました。これは主に固定資産の取得17

億47百万円による支出に加え、定期預金の払い戻しによる収入３億円、投資有価証券の清算による収入６

億59百万円、短期貸付金の減少15億34百万円等によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローはリース会計基準適用に伴うリース債務返済による支出、自己株式

の取得により２億29百万円の支出となりました。
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第一部　【企業情報】
　第５　【経理の状況】
　　１　【四半期連結財務諸表】
　　　(3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　
　 税金等調整前四半期純利益 916
　 減価償却費 2,576
　 減損損失 2
　 固定資産処分損益（△は益） 141
　 固定資産売却損益（△は益） 0
　 役員退職引当金の増減額（△は減少） △5
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △2
　 リース会計基準の適用に伴う影響額 △154
　 リース契約変更に伴う損失 103
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 22
　 賞与引当金の増減額（△は減少） △104
　 投資有価証券売却損益（△は益） 4
　 投資有価証券評価損益（△は益） 34
　 子会社株式売却損益（△は益） △170
　 受取利息及び受取配当金 △93
　 支払利息 46
　 長期未払金の増減額（△は減少） △2
　 従業員長期未払金の増減額（△は減少） 49
　 売上債権の増減額（△は増加） 305
　 たな卸資産の増減額（△は増加） 307
　 前渡金の増減額（△は増加） △1,375
　 仕入債務の増減額（△は減少） △586
　 その他 △133

　 小計 1,882

　 利息及び配当金の受取額 119
　 利息の支払額 △46
　 法人税等の支払額 △1,333

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 621

投資活動によるキャッシュ・フロー 　
　 定期預金の払戻による収入 300
　 固定資産の取得による支出 △2,711
　 固定資産の売却による収入 7
　 投資有価証券の取得による支出 △1,387
　 投資有価証券の売却及び償還による収入 9
　 投資有価証券の清算による収入 659

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

202

　 貸付金の増減額（△は増加） 2,831
　 その他 18

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △71

財務活動によるキャッシュ・フロー 　

　 配当金の支払額 △579

　 自己株式の取得による支出 △0

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △580

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29

現金及び現金同等物の期首残高 4,972

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,943
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（訂正後)

（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　
　 税金等調整前四半期純利益 916
　 減価償却費 3,040
　 減損損失 2
　 固定資産処分損益（△は益） 141
　 固定資産売却損益（△は益） 0
　 役員退職引当金の増減額（△は減少） △5
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △2
　 リース会計基準の適用に伴う影響額 △154
　 リース契約変更に伴う損失 103
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 22
　 賞与引当金の増減額（△は減少） △104
　 投資有価証券売却損益（△は益） 4
　 投資有価証券評価損益（△は益） 34
　 子会社株式売却損益（△は益） △170
　 受取利息及び受取配当金 △93
　 支払利息 46
　 長期未払金の増減額（△は減少） △2
　 従業員長期未払金の増減額（△は減少） 49
　 売上債権の増減額（△は増加） 305
　 たな卸資産の増減額（△は増加） 307
　 前渡金の増減額（△は増加） △1,375
　 仕入債務の増減額（△は減少） △586
　 その他 △133

　 小計 2,346

　 利息及び配当金の受取額 119
　 利息の支払額 △46
　 法人税等の支払額 △1,333

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,085

投資活動によるキャッシュ・フロー 　
　 定期預金の払戻による収入 300
　 固定資産の取得による支出 △2,711
　 固定資産の売却による収入 7
　 投資有価証券の取得による支出 △1,387
　 投資有価証券の売却及び償還による収入 9
　 投資有価証券の清算による収入 659

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

202

　 貸付金の増減額（△は増加） 2,831
　 その他 18

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △71

財務活動によるキャッシュ・フロー 　

　 リース債務の返済による支出 △463

　 配当金の支払額 △579

　 自己株式の取得による支出 △0

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,043

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29

現金及び現金同等物の期首残高 4,972

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,943
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